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序
文
（
文
献
紹
介
）　
本
小
編
は

以
下
の
資
料
を
基
に
作
成
す
。

　
①
海
士
町
史
、
②
崎
部
落
誌
、
③

隠
岐
島
誌
、
④
新
修
島
根
県
史
、
⑤

農
地
改
革
誌
（
島
根
）、
⑥
日
本
の

農
地
改
革
（
地
主
と
小
作
の
生
成
）、

⑦
島
根
の
地
主
と
小
作
の
生
成
、
⑧

株
小
作
の
實
体
開
放
過
程
（
島
根
）、

⑨
資
産
家
地
主
（
島
根
）。

　
各
資
料
に
は
誤
・
不
一
致
数
値
が

多
い
。姓
名
は
既
公
開
な
れ
ど
、
個
人

情
報
保
護
に
鑑
み
イ
ニ
シ
ャ
ル
と
す
。

紙
面
の
都
合
上
大
幅
に
要
約
す
、
乞

う
詳
細
は
原
典
参
照
。

　
明
治
維
新
。
政
府
は
土
地
制
度
の

変
革
過
程
に
お
い
て
、
徳
川
時
代
の

米
麦
以
外
の
作
付
け
禁
止
と
、土
地
の

永
代
売
買
禁
止
と
を
解
除
し
、農
民

の
私
的
土
地
所
有
権
を
法
認
し
地
券

交
付
を
実
施
し
た
。

　
明
治
　
年
代
後
半
。
農
村
不
況
の

１０

な
か
で
、
農
民
は
土
地
家
屋
の
質

入
・
売
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。　

　
　
　
　
　
土
地
の
無
・
僅
所
有
者

　
　
　
　
と
成
っ
た
者
は
、
労
働
力

を
売
り
た
ず
き
を
得
た
く
も
、
近
隣

に
は
受
け
入
れ
可
な
る
資
本
家
的

企
業
は
存
在
せ
ず
、
工
商
す
べ
を
持

た
ぬ
彼
ら
は
、
従
前
地
に
留
ま
り
農

業
に
縋
る
以
外
に
生
き
る
道
が
得

ら
れ
ず
。結
果
、農
地
を
借
入
し
小

作
人
と
成
り
行
っ
た
。

　
昭
和
の
御
代
。
地
主
の
形
態
を
見

る
に
、
地
価
・
地
租
納
入
額
の
統
計

は
、
一
定
金
額
以
上
に
限
ら
れ
て
い

た
、
全
農
民
を
把
握
す
る
こ
と
は
不

可
。
⑨
表
―
資
産
家
録
、
地
租
５
円

以
上
納
入
者
は
県
会
議
員
の
選
挙

資
格
で
あ
り
、
同
資
料
と
し
て
作
成

さ
れ
た
も
の
。

　
敗
戦
。
地
主
連
に
と
っ
て
は
嵐
の

如
き
農
地
改
革
。
地
主
層
３
、
自
作

層
２
、
小
作
層
ら
を
以
て
委
員
会
を

設
置
。
不
在
村
地
主
所
有
の
す
べ
て

の
農
地
と
、
在
村
地
主
所
有
の
規
定

を
越
え
る
自
家
不
耕
農
地
は
、
政
府

が
強
制
的
に
買
い
上
げ
、
旧
小
作
人

に
売
り
渡
し
た
。
作
業
は
昭
　
～
　

２２

２８

に
行
な
わ
れ
、
①
表
に
示
す
結
果
を

得
た
。

　
県
下
で
も
稀
な
る
「
株
小
作
」
制
度

が
執
ら
れ
て
い
た
Ｓ
区
で
は
、
改
革
に

対
し
て
一
際
熱
心
で
あ
っ
た
と
聞
く
。

②
表
に
、
当
該
区
の
宅
地
全
１
１
７

戸
の
足
跡
を
示
す
。

　
地
主
ら
の
旧
伝
聞
は
、
本
小
編
に

引
合
う
い
ず
れ
の
資
料
に
も
其
の
数

値
は
読
み
取
れ
ず
。
諸
説
は
云
う
、
往

時
、
土
地
の
移
動
は
、
貸
し
金
の
方
に

よ
る
、
が
大
勢
を
占
め
て
い
た
。
貧
農

は
法
的
権
利
意
識
の
希
薄
か
ら
、
登

記
の
重
要
性
を
認
識
せ
ず
、
法
処
理

を
厭
い
所
有
権
移
転
登
記
を
経
な

か
っ
た
。

　
古
老
は
語
る
、
無
辜
の
小
作
人
に
、

苛
斂
誅
求
を
強
い
る
悪
代
官
の
如

き
、
非
情
な
地
主
の
跋
扈
ば
か
り
で
は

な
か
っ
た
と
。
仏
語
を
引
用
す
る
迄
も

な
く
、
世
は
無
常
、
有
為
転
変
。
地
主
・

資
産
家
。
祖
先
伝
来
の
土
地
・
家
屋
を

払
い
、
香
華
院
ま
で
移
す
こ
と
も
、
ま

た
、浮
世
、
其
々
の
人
生
で
あ
ろ
う
。

　
戦
後
の
農
村
と
雖
も
食
料
難
。
崖

の
ア
カ
ザ
の
葉
を
摘
み
、
渚
で
汐
汲

み
湯
掻
い
て
食
す
（
徒
然
草
よ
り
）。

春
は
藪
の
ぐ
み
、
秋
は
牧
山
の
た
な

ご
、鎮
守
の
杜
の
椎
・
栗
、
あ
け
び
・
ふ

ゆ
び
、
冬
に
は
目
白
鳥
に
ま
じ
り
椿

の
密
、
ひ
も
じ
さ
に
堪
え
生
き
た
。貧

し
き
こ
と
の
極
み
。遠
足
に
も
、
履
物

と
て
な
く
、
幼
な
手
で
稲
藁
を
叩
き

草
履
を
編
み
、
と
も
の
尻
に
付
き
か

ん
ぺ
を
囓
り
な
が
ら
歩
い
た
。
要
ケ

丘
、
空
の
弁
当
箱
を
隠
す
も
の
も
い

た
と
聞
く
。
飽
食
の
現
代
。
宴
卓
・
レ

ス
ト
ラ
ン
の
食
べ
残
し
を
見
る
に
、
腹

立
た
し
く
思
う
こ
と
涙
が
滲
み
く

る
。
育
っ
た
時
代
故
の
ト
ラ
ウ
マ
で
あ

ろ
う
か
。

　
温
故
知
新
。
第
一
次
産
業
筆
頭
の

農
・
魚
業
従
事
者
へ
の
、
感
謝
の
心
、

片
時
も
、
ゆ
め
失
う
ま
じ
。

【
岡
山
県
在
住
　
新
脇
 弘
司
】

地
主
と
小
作
の
生
成

資
産
家

戦
後
の
農
地
改
革

投稿


